
平成 24 年第 1回（3 月）出雲崎町議会定例会 

 

～ 会期日程 ～ 

【会期１０日間】 

期 日 曜日 時 間 会 議 内 容 

7 日 水 9：30   本会議 第 1 日目（招集日） 

8 日 木 9：30   予算審査特別委員会 

9 日 金    予算審査特別委員会（予備日） 

10 日 土    休  会    

11 日 日    休  会    

12 日 月 9：30   本会議 第 2 日目（一般質問） 

13 日 火 
9：30   社会産業常任委員会  

13：30   総務文教常任委員会  

14 日 水    休  会 

15 日 木   休  会 

16 日 金 9：30   本会議 第 3 日目（最終日） 

 



～ 議決の内容 ～ 

 ◎町長提出議案 

議 案 番 号 件           名 議決年月日 議決の結果 

議案第 1 号 
町長専決処分について（平成 23 年度出雲崎町一

般会計補正予算（第 8 号）） 
24.3.7 原案承認 

議案第 2 号 
出雲崎町ゲートボール場設置に関する条例の一

部を改正する条例制定について 
24.3.7 原案可決 

議案第 3 号 
平成 23 年度出雲崎町一般会計補正予算（第 9 号）

について 
24.3.7 原案可決 

議案第 4 号 
平成 23 年度出雲崎町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第 4 号）について 
24.3.7 原案可決 

議案第 5 号 
平成 23 年度出雲崎町介護保険事業特別会計補正

予算（第 3 号）について 
24.3.7 原案可決 

議案第 6 号 
平成 23 年度出雲崎町簡易水道事業特別会計補正

予算（第 2 号）について 
24.3.7 原案可決 

議案第 7 号 
平成 23 年度出雲崎町特定地域生活排水処理事業

特別会計補正予算（第 1 号）について 
24.3.7 原案可決 

議案第 8 号 
平成 23 年度出雲崎町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第 2 号）について 
24.3.7 原案可決 

議案第 9 号 
平成 23 年度出雲崎町下水道事業特別会計補正予

算（第 2 号）について 
24.3.7 原案可決 

議案第 10 号 
平成 23 年度出雲崎町住宅用地造成事業特別会計

補正予算（第 4 号）について 
24.3.7 原案可決 

議案第 11 号 出雲崎町過疎地域自立促進計画の変更について 24.3.16 原案可決 

議案第 12 号 
議会の議決すべき事件に関する条例制定につい

て 
24.3.16 原案可決 

議案第 13 号 
出雲崎町公民館設置及び管理に関する条例の一

部を改正する条例制定について 
24.3.16 原案可決 

議案第 14 号 
出雲崎町立出雲崎図書館設置条例の一部を改正

する条例制定について 
24.3.16 原案可決 

議案第 15 号 
出雲崎町簡易水道事業給水条例の一部を改正す

る条例制定について 
24.3.16 原案可決 

議案第 16 号 
出雲崎町土地改良事業の分担金の賦課徴収に関

する条例の一部を改正する条例制定について 
24.3.16 原案可決 

議案第 17 号 
出雲崎町営住宅条例の一部を改正する条例制定

について 
24.3.16 原案可決 



議 案 番 号 件           名 議決年月日 議決の結果 

議案第 18 号 
出雲崎町税条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
24.3.16 原案可決 

議案第 19 号 
出雲崎町介護保険条例の一部を改正する条例制

定について 
24.3.16 原案可決 

議案第 20 号 
出雲崎町道路占用料徴収条例の一部を改正する

条例制定について 
24.3.16 原案可決 

議案第 21 号 
出雲崎町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正す

る条例制定について 
24.3.16 原案可決 

議案第 22 号 
公共施設の相互利用に関する協定書の一部変更

について 
24.3.16 原案可決 

議案第 23 号 指定管理者の指定について 24.3.16 原案可決 

議案第 24 号 指定管理者の指定について 24.3.16 原案可決 

議案第 25 号 町道の路線認定について 24.3.16 原案可決 

議案第 26 号 平成 24 年度出雲崎町一般会計予算について 24.3.16 原案可決 

議案第 27 号 
平成 24 年度出雲崎町国民健康保険事業特別会計

予算について 
24.3.16 原案可決 

議案第 28 号 
平成 24 年度出雲崎町介護保険事業特別会計予算

について 
24.3.16 原案可決 

議案第 29 号 
平成 24 年度出雲崎町後期高齢者医療特別会計予

算について 
24.3.16 原案可決 

議案第 30 号 
平成 24 年度出雲崎町簡易水道事業特別会計予算

について 
24.3.16 原案可決 

議案第 31 号 
平成 24 年度出雲崎町特定地域生活排水処理事業

特別会計予算について 
24.3.16 原案可決 

議案第 32 号 
平成 24 年度出雲崎町農業集落排水事業特別会計

予算について 
24.3.16 原案可決 

議案第 33 号 
平成 24 年度出雲崎町下水道事業特別会計予算に

ついて 
24.3.16 原案可決 

議案第 34 号 
平成 24 年度出雲崎町住宅用地造成事業特別会計

予算について 
24.3.16 原案可決 

議案第 35 号 
平成 23 年度出雲崎町一般会計補正予算（第 10
号）について 

24.3.16 原案可決 

議案第 36 号 監査委員の選任について 24.3.16 原案同意 

 

 



◎陳情 

議 案 番 号 件           名 議決年月日 議決の結果 

陳情第 6 号 
議場に国旗・町旗を掲揚することを求める陳情に

ついて 
24.3.16 不採択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一 般 質 問 

平成 24年 3月 12日（月）午前 9時 30分開議 

順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

１ 

 

宮下孝幸 議員 

(一括質問) 

 

○防災計画について 

 

実態に沿った訓練として昨年 10月 30日に行われた避難訓練

により、当町海岸地区における防災・避難の問題点が見えてき

た。大震災と併せ、私は次の問題点を回避する為、新たな防災

計画に早急なる検討課題とするべきと考えるが以上３点、今後

の取組みに対する所見を伺う。 

 

 ① 国道バイパス側から町道に貫ける小路と呼ばれる通りを

避難通路として整備検討をすべきではないか。 

 

 ② 災害避難時、玄関前などに掲げ、行政区長や地域住民が避

難の有無を容易に確認出来る、避難済みシール又は旗などを各

戸に配備を検討すべきではないか。 

 

 ③ 指定避難所の非常用電源を確保する為、再生可能エネルギ

ーや蓄電池などの設置を検討すべきではないか。 

 

２ 

 
三輪 正 議員 

(一問一答) 

 

１．現状に合った消防団組織を 

 

  定員の確保について議会や消防団からたびたび指摘され、

各地区にも強く要望がなされているが、組織の見直しによっ

て定員の公平化とＯＢ団員組織（後方支援隊）の発足を考え

るべきである。 

 

２．自主防災組織の現状と活性化について 

 

  地震、津波、放射能、大雪と大災害が続発しているが、平

成 20 年スタートの自主防災組織の組織率と活性化、連携に

ついて町長はどのような考えか伺います。 



順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

３ 

 

田中 元 議員 

(一問一答)  

 

 

１．滞在型観光は 

 

  通過型観光から滞在型観光を目指し地域の活性化を目指

すとのべられていますが、滞在の方法、施設の充実について

の考え方は。 

 

 ２．観光費の予算について 

 

   新年度観光費予算が前年比より大幅の減額ですが、観光立

町の維持が難しくなるのでは。 

   見解を伺います。 

４ 

 

小林泰三 議員 

(一問一答) 

 

○ＪＲ出雲崎駅の水道、下水道の使用料について 

 

駅前地区の簡易水道事業がはじまって 40 年以上経過してい

ますが、町はＪＲから水道使用料をもらっておりません。 

下水道が完備されてから下水道についてももらっておりま

せん。ＪＲから使用料をいただいてもいいのではないですか。 



順 質 問 者 質 問 事 項 及 び 趣 旨 

５ 

 
諸橋和史 議員 

(一括質問) 

 

 １．国道３５２号線改良工事、バイパス化について 

 

 ２．今後町の農業基盤整備について 

 

 ３．今後、学校教育問題について（卒業、入試の対応） 

 

 ４．柏崎刈羽原子力発電所の長期的展望について（減価償却後） 

６ 

 

 

 

 

 

田中政孝 議員 

(一問一答) 

 

  昨年３月 11 日に発生した東日本大震災から１年が経ちまし

た、被災地の復興が進まない原因は、がれきの処理が進まない

処にあります。この大量の震災がれきは通常の 10年～20年分

の量にも当り、とてもそれぞれの地域（被災地）での処理には、

あまりにも年月が掛かりすぎます。日本全体でこの痛みを受け

止める必要があると思います。 

  産業廃棄物処理場を抱える自治体の首長としての所見を伺

います。 

 


